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伊
勢
神
宮
の
正
式
名
称
は「
神
宮
」。そ
し
て
神
宮

と
は
、
１
２
５
の
お
社
の
総
称
で
あ
る
こ
と
は
ご
承

知
か
と
思
い
ま
す
。
内
宮
、
外
宮
の
正
宮
を
筆
頭
と

し
て
14
の
別
宮
。
そ
し
て
１
０
９
の
摂
社
・
末
社
・

所
管
社
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た
内
宮
、外
宮
の
御
遷
宮
。

平
成
27
年
の
３
月
に
は
別
宮
の
御
遷
宮
が
終
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
は
引
き
続
き
約
10
年
を
か
け
て
摂

社
・
末
社
・
所
管
社
の
御
遷
座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
御
遷
座
が
す
べ
て
完
遂
さ
れ
る
頃
に
は
、
も

う
次
の
御
遷
宮
の
準
備
が
本
格
化
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

１
０
９
社
の
摂
社
・
末
社
・
所
管
社
の
鎮
座
地

は
、伊
勢
、松
阪
、鳥
羽
、志
摩
の
４
市
、
度
会
郡
、
多

気
郡
と
広
範
囲
に
渡
り
ま
す
。
多
く
は
神
宮
が
伊
勢

に
御
鎮
座
さ
れ
る
に
至
っ
た
倭
姫
命
に
よ
る
創
建
と

お
社
を
同
じ
形
の
ま
ま
一
定
の
周
期
で
新
し
く
造
り
替
え
て
神
様
に
お
遷
り
い
た
だ
く

こ
と
で
古
の
技
術
を
伝
承
し
、
そ
の
精
神
や
姿
を
未
来
へ
と
繋
げ
て
い
く
と
い
う
壮
大

な
し
く
み
を
守
り
続
け
る
式
年
遷
宮
。
「
20
年
に
一
度
の
御
遷
宮
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
実
質
は
20
年
の
期
間
を
か
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
も
摂
社
・
末
社
・
所
管
社
の「
御
遷
座
」が
続
い
て
い
ま
す
。

伝
承
さ
れ
る
な
ど
神
宮
に
縁
の
深
い
、
そ
の
土
地
に

根
付
い
た
お
社
で
す
。
大
祭
に
は
神
宮
の
神
職
が
そ

れ
ぞ
れ
の
お
社
に
赴
き
、
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

摂
社
は
平
安
時
代
の
文
献
「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
神じ

ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
」

（
９
２
７
年
）に
記
載
さ
れ
て
い
る
神
社
、
内
宮
に

27
社
、
外
宮
に
16
社
が
あ
り
ま
す
。

　

末
社
は
「
延え

ん
り
ゃ
く暦

儀ぎ
し
き式

帳ち
ょ
う

」（
８
０
４
年
）に
記
載
さ

れ
て
い
る
神
社
、
内
宮
に
16
社
、
外
宮
に
８
社
が
あ

り
ま
す
。

　

所
管
社
は
御
正
宮
や
別
宮
に
由
緒
が
あ
る
お
社

で
、
井
戸
や
酒
、
米
、
塩
、
麻
、
絹
な
ど
衣
食
住
を

つ
か
さ
ど
る
神
々
が
多
く
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
宮

に
30
社
、
外
宮
に
４
社
、
別
宮
の
瀧
原
宮
に
３
社
・

伊
雑
宮
に
５
社
あ
り
ま
す
。

　

各
地
域
に
点
在
す
る
摂
社
・
末
社
・
所
管
社
は
、

お
社
の
管
理
や
お
祭
り
に
そ
の
地
域
の
地
元
奉
仕
者

が
係
わ
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
中
に
は
地
元
の
氏
神
的

な
神
社
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

摂
社
・
末
社
・
所
管
社
の
御
遷
座
は
20
年
ご
と
に

す
べ
て
新
造
す
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
社
の

状
態
を
把
握
し
た
上
で
必
要
な
部
分
が
修
繕
さ
れ
、

修
繕
の
次
の
20
年
後
に
は
造
替
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
お
社
が
隣
に
御
敷
地
を
備
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
な
ど
、状
況
に
よ
る
違
い
も
あ
り
ま
す
。

　

摂
社・末
社・所
管
社
は
、
平
成
27
年
か
ら
随
時
ご

造
営
が
進
め
ら
れ
、
完
成
し
た
真
新
し
い
神
殿
に

神
々
を
お
遷
し
し
て
い
ま
す
。
ご
造
営
や
遷
御
に
あ

た
る「
遷
座
」の
儀
式
な
ど
も
別
宮
に
準
じ
た
形
で
神

宮
の
神
職
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
令
和
４
年
に
修
繕
・
造
り
替
え
を
行
っ

た
摂
社
で
す
。

40
年
を
サ
イ
ク
ル
と
す
る
御
遷
座
　

摂せ
っ
し
ゃ社・末ま
っ
し
ゃ社・所し
ょ
か
ん
し
ゃ

管
社
の  

御ご

遷せ

ん

座ざ

令
和
の
御
遷
宮
へ
と
つ
な
ぐ 

伊
勢
の
こ
こ
ろ

度会大国玉比売神社（豊受大神宮 摂社）

所在地：外宮域内【令和 4 年 9 月撮影】

湯田神社（皇大神宮 摂社）所在地：伊勢市小俣町【令和 4 年 5 月撮影】

国津御祖神社（皇大神宮 摂社）

所在地：伊勢市楠部町（大土御祖神社域内）【令和 4 年 9 月撮影】

大土御祖神社（皇大神宮 摂社）

所在地：伊勢市楠部町【令和 4 年 6 月撮影】

坂手国生神社（皇大神宮 摂社）

所在地：玉城町上田辺【令和 5 年 1 月撮影】

現
在
も
続
く
御
遷
座
　

摂
社
・
末
社
・
所
管
社
と
は

令和 4年度　遷座神社

【修繕】 令和 4 年 5 月 湯田神社　

 6 月 大土御祖神社

9 月 国津御祖神社

　 度会大国玉比売神社

令和 5 年 1 月 田乃家神社（玉城町矢野）

【造替】 令和 4 年 6 月 赤崎神社（鳥羽市鳥羽）

12 月 坂手国生神社

（せんぐう館ホームページより）


